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大阪府内の 7 市の薬局における残薬に関するアンケート調査 
 

岡村俊男*1  味村真弓*2 

 

大阪府内 7 市の薬局を対象として残薬に関するアンケート調査を行った。業務形態については処方箋薬と

OTC 薬のみならず、食品や雑品などを販売している薬局が半数以上を占めた。医薬品等の廃棄に対する意識

調査の結果から、医薬品類による環境汚染について、半数の人は知っているものの、まだまだ医薬品類によ

る環境汚染についての認識が低いことがわかった。又、患者に対しての残薬の廃棄方法の指導を行っている

のは半数以下で、麻薬などの法律で規定されているもののみ指導しているという回答であった。
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日本各地の河川水等において、医薬品類の検出例が

多く報告されており、大阪府内の水道水源河川等から

も検出されている。1,2)これらの医薬品類は代謝産物も

含め微量で生理活性を示すことから、野生生物への生

体影響が懸念されている。又、薬剤耐性菌についても、

環境水中から検出されるようになり、大きな社会問題

となっている。アメリカでは、環境水だけでなく河川

に生息する魚が、微量の薬剤および化学物質に汚染さ

れていることが USEPA（米国環境保護庁）や大学の研

究者らにより報告されている。3)既に、欧米では新薬申

請時に、環境生物への影響評価資料の添付が義務づけ

られている。さらにアメリカでは処方医薬品の廃棄法

がガイドラインとして示されている。4)しかし、日本の

薬事法では医薬品による環境影響に関しては規則が設

けられていないが、麻薬についてのみ不正利用防止の

観点から廃棄方法が法律で規制されている。生理活性

物質である医薬品類は、微量でもヒトに限らず生態系

に何らかの影響を及ぼすことが懸念されることから早

急な削減対策が必要と考える。 

環境水から検出される特定の医薬品類の排出源とし

ては、畜産、魚の養殖等に用いる動物用医薬品由来が 
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多いと考えられる。畜産に関しては、畜産関係の研究

機関で家畜堆肥中の動物用医薬品による環境影響とそ

の対策について検討されている。5-8) 又、人に投与され

る医薬品は未変化体や代謝物として環境に排出される。

さらに薬局や医薬品製造所からも環境に排出されるこ

とが考えられる。今回は薬局を対象として医薬品廃棄

等に対する意識と、残薬量や容器・包装の処理方法の

実態調査を行った。 

 

実験方法 

 

1.調査方法  

選択式で複数回答可能としたアンケートを作成し、

郵送で実施した。薬局の業務の実態、環境中に廃棄さ

れる医薬品による環境への影響の意識調査、薬局の残

薬管理、廃棄方法及び容器・包装の廃棄方法などに関

するアンケートを行った。表にアンケートの例を示し

た。なお内容で個人を特定できないような無記名調査

とした。 

 

2.調査期間  

2009 年 11 月 20 日から 2010 年 12 月 22 日まで調査

を行った。 

 

3.対象 

大阪府 HP に薬局機能情報提供制度として掲載され

ている吹田市、豊中市、岸和田市、箕面市、池田市、
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高槻市、摂津市の 7 市のすべての薬局を対象としてア

ンケート調査を行った。 

 

結果 

 

吹田市 114、豊中市 142、岸和田市 68、箕面市 50、

池田市 43、高槻市 126、摂津市 26、合計 569 事業所に

アンケートを実施した。その結果、569 件中 326 件よ

り回答（回収率は 57.3%）が得られた。以下に主な質問

に対する回答を示す。 

 

問 1.  薬局の業務内容について 

「薬局の業務内容についてお答え下さい」の質問に対

し全市における 323 回答（回答として無効なものは除

く、以下同じ）が得られた。「処方せん応需のみ」は

41 件（12.7%）、「処方せん応需と OTC 薬（一般用医薬

品）のみ販売」は 53 件(16.4%)、「処方せん応需と OTC

薬なども合わせて販売」は 221 件(68.4%)、「処方せん

調剤は行っておらず OTC 薬などを販売」は 8 件(2.5%)

であった。（図 1）7 市いずれにおいても「処方せん応

需と OTC 薬なども合わせて販売」が一番多かった。 

 

問 2.  河川水や水道水から医薬品等成分が検出されて

いることに関する認識度について 

「最近、新聞等で『河川水や水道水から医薬品等の成

分が検出されている。』という報道がされていますが、

ご存じですか」と質問した結果、全市における 326 件

の回答中、「はい」は 170 件（52.1%）「いいえ」は 156

件(47.9%)であった。「はい」の回答の中で知っている

し、問題があると考えている人は 129 件であった。（図

2）報道内容を知っている人の大半は問題があると考え

ているという結果であった。つまり医薬品類による環

境汚染について半数の人は知っており、その中の大半

の人は問題があると認識している結果になった。

 

表 アンケート調査の例                  

 

質問 薬局の業務内容についてお答え下さい。

回答 a 処方せん応需のみ 

b 処方せん応需とOTC薬のみ販売

c 処方せん応需とOTC薬なども合わせて販売

d 処方せん調剤は行っておらず、OTC薬などを販売

e その他

質問 最近新聞等で「河川水や水道水から医薬品等の成分が検出

されている」という報道がされていますが、ご存じですか。

回答 a はい　b いいえ

質問 医薬品の直接の包装（PTPシート等）の廃棄はどのような

方法でされていますか。（複数回答可）

回答 a 燃えるゴミとして廃棄する　　b プラスチックゴミとして廃棄 

する　c 業者などに引き取ってもらう  d その他　（　　　　）

 

薬局の業務内容
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図 1  薬局の業務内容について 
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最近、新聞等で「河川水や水道水から医薬品等の成分が検出さ
れている」という報道をご存じですか
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図 2  河川水や水道水から医薬品等成分が検出されていることに関する認識度について 

 
 
問 3.  残薬の処理法について 

「期限切れ医薬品、予調製した残薬、患者さんに処方

後の残薬をどのような方法で処理されますか」と質問

した結果、全市における 321 件の回答中（複数回答可

能）、「燃えるゴミとして廃棄する」は 192 件(59.8%)、

「水やエタノールなどに溶かして下水に流す」は 186

件(57.9%)、「業者などに引き取ってもらう」は 158 件

(49.2%)、「予調製はほとんどしないようにしている」

は 80 件(24.9%)、「残薬はほとんど出ない」は 45 件

(14.0%)、「期限切れ医薬品はほとんど出ない」は 29 件

(9.0%)であった。（図 3）残薬の処理は燃えるゴミとし

て廃棄するのが一番多かった。下水に流すという回答

が 186 件であり、大半が液剤であった。下水に廃棄す

る薬効群としては呼吸器菅用薬、中枢神経用薬、アレ

ルギー用薬などが多かった。 

 

問 4.  直接の包装の廃棄について 

「医薬品の直接の包装（PTP シート等）の廃棄はどの

ような方法でされていますか」と質問した結果、全市

における 341 件の回答中（複数回答可能）、「燃えるゴ

ミとして廃棄する」は 144 件(42.2%)、「プラスチック

ゴミとして廃棄する」は 34 件(10.0%)、「業者などに引

き取ってもらう」は 156 件(45.8%)、「その他」は 7 件

(2.1%)で（図 4）、直接の包装の処理は燃えるゴミとし

て廃棄するのが一番多かった。 

 

問 5.  患者さんへの残薬等の廃棄法の指導について 

「患者さんに残薬等の廃棄法について指導されてい

ますか」と質問した結果、全市における 321 件の回答

中、「はい」は 117 件（36.5%）、「いいえ」は 204 件(63.6%)

であった。各市いずれにおいても「いいえ」の回答数

が上回っていた。（図 5）「はい」と回答した中で 86 件

(73.5%)は「麻薬、毒物・劇物等法律に規定されている

もののみ指導している」との回答であった。 

次に「患者さんから残薬等の廃棄法について質問さ

れたことがありますか」と質問した結果、全市におけ

る 325 件の回答中、「質問されたことがない」が 188 件

(57.8%)で半数以上を占め、「質問されて困った」が 87

件(26.8%)であった。 

「法律で廃棄法が示されている麻薬、毒劇物以外の処

方医薬品、一般医薬品の廃棄法についてのルール化が

必要と思われますか」と質問した結果、全市における
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314 件の回答中、269 件(85.7%)が「はい」と答えてい

る。又、「法律で廃棄法が示されている麻薬、毒劇物以

外の処方医薬品、一般医薬品の廃棄法について資料及

び情報をお持ちですか」と質問した結果、全市におけ

る 324 件の回答中、290 件(89.5%)が「いいえ」であっ

た。さらに「どのような資料があれば役立ちますか」

と質問した結果、全市における 319 件の回答(複数回答

を含む)中 304 件(95.3%)が「具体的な廃棄法を記載し

た資料」、109 件(34.2%)が「毒性資料」であった。「国

やメーカーの HP で情報提供されればその情報を利用

されますか」と質問した結果、全市における 322 件の

回答中、「はい」が 304 件(94.7%)で大半であった。又、

「情報提供されるならばどのような形態が利用しやす

いですか」と質問した結果、全市における 320 件の回

答（複数回答を含む）中 199 件(62.2%)が「個別に容器

包装に記載する」、153 件(47.8%)が「厚生労働省等、国

の機関でまとめて HP 等で報告する」、134 件(41.9%)が

「各製品の製造メーカーでパンフレット、HP等で情報

提供する」であった。
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図 3  残薬の処理方法について                   

医薬品における直接の包装（PTPシート等）の廃棄方法（複数回答あり）

144 34 156 7

0 50 100 150 200 250 300 350 400

全体

44

17

16

15

13

34

6

15

9

1

2

0

1

27

46

22

11

9

30

11

2

3

1

1

0

0

05

0 20 40 60 80 100

吹田市

豊中市

岸和田市

箕面市

池田市

高槻市

摂津市

件

燃えるゴミとして廃棄

プラスチックゴミとして廃
棄

業者などに引き取っても
らう。

その他

     

                              図 4  直接の包装の廃棄について 
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患者さんに残薬等の廃棄法について指導されていますか？.
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図 5  患者さんへの残薬等の廃棄法の指導について

考察   
 

医薬品はその薬理作用により人や家畜に利益をもた

らすものである。又、過去に問題となった環境汚染物

質と比べて代替が困難で使用を禁止することもできな

い。そのため、医薬品類による水環境汚染は消滅する

ことはないと考えられる。今後、継続した水環境中の

医薬品汚染がもたらすリスク評価と対処法の研究の進

展がのぞまれる。 

今回のアンケート調査結果から、医薬品等の廃棄に

関する意識として医薬品類による環境汚染について半

数の人は知っているものの、まだまだ認識が低いこと

がわかった。又、患者に対しての残薬の廃棄方法の指

導を行っているのは半数以下で、麻薬などの法律で規

定されているもののみ指導しているという回答であっ

た。なお残薬の廃棄法に関して情報提供を求める声が

多かった。さらに薬局内での残薬の処理法は燃えるゴ

ミとして廃棄業者などによる引き取り、残薬が出ない

ような取り組みが大部分であり、残薬を下水に廃棄す

ると答えた薬局は半数程度でほとんど液剤であった。 

一方、使用者のとりくみ例として横浜市の薬局で行

われている医療廃棄物回収システム事業（在宅の使用

済み注射針や不用医薬品の回収）がある。このような

活動が全国の薬局に広まるとともに医薬品を使用する

産業、企業、病院、家庭でそれぞれがとりくめること

を実践することにより、効果的に医薬品廃棄の削減を

はかるシステムをつくることが必要である。安齋 9)ら

が主張するように一般向けの啓発活動を行い、医薬品

あるいは医薬品使用における環境影響への意識の向上

を促進することが必要であると考える。  
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